平成24年度「特色ある学校づくり対策事業」実践報告書

	佐世保市立大野中学校

所在地：佐世保市松瀬町838番地
　　　　　　　　　　　　　　校長名：宮﨑　義高

　　　　　　　　　　　　　　生徒数：614名（18学級）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校　訓：「至誠をもって生涯を貫こう」


１　特色ある学校づくりに対する基本姿勢
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　　　本校は、これまで生徒の心の教育や道徳実践力の育成を図るため、各教科や日々の教育活動の充実、教育環境の整備を行ってきた。また、生徒教師及び保護者が作る信頼関係のもと、「生きる力を育てる学校」を創ることを目指してきた。

本年度は、
1 生き生きと活動する「生徒と教職員の姿が見える学校」を創る。

2 生徒と教師、保護者が作りだす信頼関係のもとに「生きる力を育てる学校」を創る。
の2点を目的として、特色ある学校づくりに努めている。
２　今年度のキーワード

自覚と責任のもとに、夢の実現を！　～躍動～

　　　　　「Wonderful…感動ある学校」「Beautiful…美しい学校」「Joyful…楽しい学校」

３　実践内容

（１）生き生きと活動する「生徒と教職員の姿が見える学校」創り
　　①正しい人権意識の育成
本校は、平成８年４月に痛ましい事件が起き、そのことを教訓として「いのちを考え、大切にする」ために「あすなろタイム」を設定し学習を行っている。

今年度は、４月２４日のＰＴＡ総会を兼ねた授業参観において「一斉道徳」の授業公開を行ったのを皮切りに、人のいのち，人間固有の権利について，年間を通して考えていく活動を展開した。８月９日の平和集会では、平和集会実行委員を中心に、戦争の悲惨さ・原爆の恐ろしさについて、まとめたことをスライド等を用いて発表し、全校で平和の大切さについて改めて考えた。１２月１０日には，人権集会を実施し、いじめについて、自分の行動と照らし合わせて考える良い機会となった。
②学び合い支え合う集団づくり

第1学年：野外宿泊学習

平成24年５月14日～５月16日の３日間で実施した。本校の生徒は校区内の２つの小学校から入学してくる。入学早々の5月に野外宿泊学習を行うことで、新しい友人関係を築き、その後、3年間の中学校生活を充実したものにしてほしいという願いがある。また、生活指導の面においても、自主的に動いて活動を盛り上げることを学ばせる機会であるととらえている。生徒たちはリーダーとして班や学級を引っ張る生徒の姿や時間を守ったり、ルールを守り班全体で行動することの大切さを考えるなど、意義ある学習となった。

　　

　　 　第2学年：修学旅行

平成24年10月31日から11月２日の2泊3日、京都・大阪方面への修学旅行を実施した。今回は、往復ともに新幹線を利用し、歴史あふれる京都の学習と、商人の街大阪の見学・学習にゆったりと時間をかけて取り組んだ。天候にも恵まれ、学校でできない体験学習を、実際の見聞を交えて、大変有意義に取り組むことができた。学んだ成果を、これからの生活に生かしていくことができるものと確信している。

第３学年：職場体験学習

　　平成２４年６月１９日から２１日までの３日間、市内６１事業所において、職場体験学習を実施した。職業や勤労に対して関心を持ち、望ましい職業観を身につけるとともに、将来の生き方、あり方を模索するきっかけとし、今後の進路意識を高めさせることや、ともに生きる心や感謝の心を育むとともに、望ましい人間関係を確立することを目的に実施した。事業所ではのびのびと活動し、自分の将来の生き方を考えることのできる３日間になった。また、不登校ぎみの生徒も参加することができ、これからの進路指導や高校受験にも生かせるものとなった。
　　　学校行事

　　　佐世保市中学校体育大会では、堂々とした行進に、選手・応援の生徒の心が一つになり、大会を盛り上げた。また、体育大会では、雨で順延となり平日開催となったが、男子の組体操、女子のダンスに地域・保護者の盛り上がりは最高潮に達した。合唱コンクールでは、各学級が工夫をしながら曲想をつけ、学級の絆を意識した合唱を表現した。
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感性を豊かにして表現力を磨く

すべての教育活動の中で、言語事項の充実に力を入れ、正しく美しい日本語を用いる指導を実践した。また、集会活動には生徒会を中心とした活動の場を計画的に設定した。生徒会の今年度活動テーマ「躍動」や、一徳運動のテーマ「立ち止まって笑顔であいさつ」を記した幟を校舎入り口に掲げることで、生徒に活力を与え、意識の向上を図った。

（２）生徒と教師、保護者が作りだす信頼関係のもとに「生きる力を育てる学校」創り

　　①心に寄り添い心に響く学習指導・生徒指導・生徒会活動・部活動の充実に努める
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基本的な生活習慣の育成と定着を図るため、生徒会の活動として「遅刻０の日、１５０日」を目指している。また、生徒理解のため、学校生活意欲アンケート（ＱＵ）を実施し、その結果を受けた面談を年3回設け、いじめや不登校などの予防と対策に努めた。

生徒の自治的活動を意図した生徒会活動や部活動を通して、過ご　　　しやすい学校づくりと逞しい体づくりに努め、活力ある学校づくりを図った。

さらに、カノコユリ園や草花の育成を通して、逞しい心身や心豊かな生徒の育成も図った。

　　②年間を通した教育相談活動
７月・１１月・１月には二者面談（３年生の１１月は三者面談）と、夏季休業中には三者面談を実施した。生徒の考えや悩みを聞くことで、生徒の心に寄り添う教育活動の展開ができ、落ち着いた学校生活を送る生徒の姿が見える学校へと変容をとげつつある。また、家庭やスクールカウンセラー・心の教室相談員の先生方との連携を図るとともに、関係機関との連携も図りながら心に響く教育を展開している。
③健康で安全・安心な学校生活
25年度からの学校給食開始に向け、「おにぎりの日」を　実施することで、食の重要性を理解し、実践する態度を養った。

　学校内外の安全指導や安全の日における点検の充実を図り、安心・安全な学校を築いた。また、校内に観葉植物を配置し、緑のある学校づくりと学校環境美化に努めた。
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4 学力充実と進路実現

「学びの空間の工夫」を通した授業改善研修を実施することで、子どもたちが生き生きと学習に臨む環境を構築し、学力の充実と進路実現を図る。
1、 掲示物等の工夫

　生徒が、学習に対して興味・関心をもち、生活の中で自分の学びを見つめ直すことができるよう、掲示物の工夫を行っている。単語クイズをだしてみたり、ノートの取り方コンテストなど、様々な工夫を行った。また、家庭学習調査など、テスト時にどれだけ家庭学習に取り組めたか、など、生徒会学習部の活動としても取り組んだ。
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2、 朝読書の推進

本校では、8時20分から朝の読書活動を一斉に行っている。生徒会図書専門委員会活動として、図書専門委員長と各学年代表者が毎日教室を巡回し、準備をするように呼びかけている。この朝読書を実施することにより、生徒たちは落ち着いた雰囲気で学校生活を始め、１校時の授業にも集中した状態で取り組むことができている。

３階中央へ移転し、新設なった図書館で、より読書活動は活発になった。図書ボランティア「パセリの会」のご協力をいただき、本の貸し出し、読み聞かせなどを行い、本により一層親しみを持ってもらう取組を展開している。現在は、１日平均１００名の図書室来室者がいる。

3、 学習の5か条

「ベル着・学習準備・あいさつ・姿勢・返事」を各クラス掲示し、全職員で取り組んだ。また、「テストの受け方・心構え」等に関する掲示物を作成して学級内に掲示した。望ましい学習環境・学習態度やテストを受ける際の心構えを全職員で指導し、通常授業、研究授業等で点検を行い学習に対する基本的な心構えの育成、醸成に努めている。　

　　エ、授業形態の工夫
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　　　「学び合い」や「教えて考えさせる授業」など授業改善の　　　　　　ための校内研修や各種研修会に積極的に参加し指導力の向上を意図した活動を行った。10月には、授業インストラクターの鏑木良夫先生に授業提供と講義をいただき、「教えて考えさせる授業」のノウハウを学んだ。徐々に生徒に還元しつつある。
また、ＴＴの授業を実施し、全職員で全生徒に関わり、見守ることで個に応じたきめ細やかな指導の工夫を行うことができた。

オ、大野中マイスター制度　　
学力充実のため、学習意欲を向上させる策として、２２年度より「大野中マイスター制度」を開始した。これは、各種検定（英検、漢検、数検）と家庭学習時間を総合して、より模範となる成績（3つの検定すべてで3級以上等）をあげた生徒を、表彰するという制度である。また、「家庭学習の旅」というカードを全生徒が記入し、家庭学習1時間を１ｋｍと換算し、どこまで旅を続けられるか、といった、自己教育力の育成を図った。

　　

